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幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
ま
で
、
日
本
の
輸
出
品
の
第
一
位
を
占
め
た
生

糸
の
生
産
、
す
な
わ
ち
製
糸
は
、
家
内
工
業
か
ら
工
場
制
工
業
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
。
当
時
の
家
内
工
業
で
の
生
産
は
「
座
繰
製
糸
」、
工
場
で

の
生
産
は
「
器
械
製
糸
」
と
呼
ば
れ
、
一
時
は
教
科
書
（『
詳
説
日
本
史
』

山
川
出
版
社
）
に
器
械
製
糸
の
生
産
量
が
座
繰
製
糸
を
凌
い
だ
の
は
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
と
明
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
は
そ
の
時

期
は
「
日
清
戦
争
後
」
と
さ
れ
て
い
る
。

一
　
座
繰
製
糸
と
器
械
製
糸

生
糸
は
、
数
個
の
繭
か
ら
蚕
が
吐
い
た
繊
維
を
引
き
出
し
、
ま
と
め
て

ご
く
軽
く
撚
り
を
か
け
る
こ
と
で
作
り
出
さ
れ
る
。
羊
毛
や
綿
の
繊
維
は

撚
り
を
か
け
る
、
す
な
わ
ち
「
紡
ぐ
」
こ
と
で
糸
に
な
る
の
で
、
紡
績
と

称
す
る
が
、
生
糸
は
湯
の
中
で
繭
を
加
熱
し
て
セ
リ
シ
ン
と
い
う
糸
を
固

め
て
い
る
接
着
剤
の
よ
う
な
成
分
を
ほ
ぐ
し
、
そ
れ
が
付
い
た
繊
維
を
引

き
上
げ
る
た
め
、
水
分
を
落
と
す
程
度
の
軽
い
撚
り
を
か
け
る
だ
け
で
繊

維
同
士
が
く
っ
つ
い
て
糸
と
な
る
。
そ
こ
で
糸
を
「
挽
く
」
と
い
い
、
製

糸
と
呼
ば
れ
る
。

昔
か
ら
、
繭
を
ほ
ぐ
し
て
真
綿
と
し
、
こ
れ
を
紡
ぐ
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
製
品
が
紬
糸
で
あ
る
。
近
代
に
は
製
糸
の
工
程
で
出
る
副
産
物
の
屑

糸
な
ど
を
用
い
、
紡
績
機
械
に
よ
る
絹
糸
紡
績
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
製
糸
の
副
産
物
に
よ
る
副
次
的
な
産
業
で
、
本
格
的

な
機
械
を
用
い
た
た
め
に
工
場
の
規
模
は
大
き
か
っ
た
が
、
全
体
と
し
て

の
規
模
は
製
糸
業
よ
り
か
な
り
小
さ
か
っ
た
。

さ
て
、
繭
を
煮
て
糸
を
挽
き
出
す
製
糸
に
は
、
糸
を
巻
き
取
る
装
置
が

必
要
で
あ
る
。
従
来
は
、
枠
あ
る
い
は
筒
状
の
糸
を
巻
き
取
る
も
の
を
直

接
手
で
回
し
て
い
た
。
こ
れ
を
手
挽
き
と
い
う
。
十
九
世
紀
の
初
め
に
福

島
方
面
で
、
取
り
外
し
で
き
る
小
枠
を
ベ
ル
ト
を
介
し
て
駆
動
し
、
さ
ら

に
は
小
枠
に
均
等
に
糸
を
巻
き
付
け
る
た
め
の
絡
交
機
構
を
持
っ
た
座
繰

器
が
登
場
し
た
。
こ
れ
は
奥
州
座
繰
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
群
馬
方

面
で
は
歯
車
で
伝
動
す
る
上
州
座
繰
が
登
場
し
、
一
八
三
〇
年
代
に
は
絡

交
機
構
を
加
え
、
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

開
港
後
の
生
糸
の
需
要
急
増
に
対
応
し
て
座
繰
は
急
速
に
普
及
し
、
一

人
で
同
時
に
二
本
の
糸
を
挽
く
座
繰
器
も
作
ら
れ
た
が
、
従
来
指
で
行
わ

れ
て
い
た
撚
り
掛
け
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
生
糸
の
品
質
が
低
下
し

て
批
判
を
招
い
た
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
外
国
人
の
指
導
で
器
械
製
糸
が
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導
入
さ
れ
た
の
は
、
生
産
の
拡
大
と
品
質
の
向
上
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め

で
あ
っ
た
。
明
治
三
年
、
群
馬
県
の
前
橋
に
始
ま
り
、
東
京
の
築
地
（
小

野
組
）、
葵
町
（
工
部
省
勧
工
寮
）
に
導
入
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
式
の
器
械

製
糸
で
は
一
本
の
糸
を
複
雑
に
導
い
て
撚
り
を
か
け
る
ケ
ン
ネ
ル
式
の
撚

り
掛
け
装
置
が
、
五
年
の
富
岡
で
始
ま
る
フ
ラ
ン
ス
式
で
は
、
二
本
の
糸

を
絡
め
る
共
撚
式
の
撚
り
掛
け
が
採
用
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
器
械
製
糸
に
は
複
数
の
繰
糸
器
を
共
通
の
軸
に
よ
り
統
一
し

て
駆
動
す
る
と
か
、
複
数
の
鍋
を
共
通
の
熱
源
で
加
熱
す
る
と
い
っ
た
、

工
場
な
ら
で
は
機
能
も
あ
り
、
そ
れ
を
模
倣
し
て
各
地
に
器
械
製
糸
場
が

作
ら
れ
て
い
く
。
一
方
で
、
ケ
ン
ネ
ル
式
の
撚
り
掛
け
装
置
は
座
繰
器
に

も
使
用
で
き
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
座
繰
の
品
質
を
上
げ
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
も
行
わ
れ
、「
磨
撚
器
」
と
い
う
名
称
で
広
範

に
普
及
し
た
。

二
　
器
械
製
糸
生
産
量
の
座
繰
製
糸
凌
駕
の
時
期

明
治
二
七
年
説
は
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
四
年
）
が
「
製
糸
業
確
立
の
第
一
指
標
」
と
し
て
、
明
治
四
二
年

に
日
本
の
生
糸
輸
出
量
が
世
界
一
と
な
っ
た
「
第
二
指
標
」
と
共
に
掲
げ

た
も
の
で
、
製
糸
業
の
発
展
の
指
標
と
し
て
、
確
か
に
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
二
七
年
と
い
う
年
代
に
は
疑
問
が
あ
る
。
山
田
説
は

『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
の
数
値
に
よ
っ
て
お
り
、
明
治
二
七
年
に
は
器

械
製
糸
が
前
年
よ
り
急
増
、
ま
た
座
繰
製
糸
が
急
減
し
、
器
械
製
糸
の
占

め
る
比
率
が
二
六
年
の
四
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
六
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
に
増
加
し
て
過
半
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
平
野
綏
「
明
治
中
期
に
お

け
る
小
規
模
器
械
製
糸
場
の
統
計
的
分
析
―
明
治
二
七
年
製
糸
資
本
確
立

説
へ
の
疑
問
―
」（『
農
業
史
研
究
』
二
一
、
一
九
八
八
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
のJ–ST

A
GE

で
本
文
を
閲
覧
で
き
る
）
は
、
こ
の
統
計
の
根
拠

と
な
っ
た
調
査
票
の
作
成
方
式
を
定
め
た
「
農
商
務
統
計
様
式
」
が
明
治

二
七
年
の
調
査
か
ら
改
訂
さ
れ
た
こ
と
と
、
器
械
製
糸
の
比
率
は
そ
の
後

三
三
年
ま
で
わ
ず
か
だ
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

当
時
の
器
械
製
糸
の
定
義
の
不
確
か
さ
か
ら
、
こ
の
器
械
製
糸
に
は
家
内

工
業
の
製
品
が
含
ま
れ
て
お
り
、
明
治
二
七
年
を
工
場
制
の
生
産
が
家
内

工
業
の
生
産
を
上
回
っ
た
年
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
論
じ
た
。

確
か
に
当
時
の
調
査
様
式
は
「
器
械
糸
」
と
「
其
他
」
の
二
分
類
で
あ

り
、「
器
械
糸
」
が
工
場
の
製
品
だ
と
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
器
械
製

糸
場
が
な
い
地
域
で
は
「
磨
撚
器
」
を
付
し
た
座
繰
器
に
よ
る
生
産
を

「
器
械
糸
」
と
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
一
方
、
明
治
三
八

年
に
な
る
と
生
糸
生
産
量
の
六
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
〇
釜
以
上
の
器

械
製
糸
場
で
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
日
露
戦
争
ま
で
に
工
場

制
生
産
の
優
位
が
確
定
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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三
　
製
糸
の
工
場
制
工
業
化
と
乾
燥
技
術

工
場
制
生
産
と
い
う
場
合
、
規
模
の
外
、
そ
の
工
場
が
ど
の
程
度
の
期

間
操
業
し
た
か
も
問
題
と
な
る
。
平
野
氏
は
工
場
ご
と
の
生
産
量
か
ら
の

推
定
で
、
明
治
二
六
年
に
は
諏
訪
を
中
心
と
し
た
長
野
県
で
五
〇
〇
の
器

械
製
糸
場
の
約
六
割
が
五
か
月
以
上
の
期
間
操
業
し
て
い
た
の
に
対
し
、

他
の
府
県
で
は
二
〇
五
三
の
器
械
製
糸
場
の
約
七
割
が
三
か
月
以
下
の
操

業
期
間
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
製
糸
の
工
場
制
工

業
化
は
諏
訪
を
中
心
と
し
た
長
野
県
で
先
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

長
野
県
の
風
土
に
よ
る
。

生
糸
の
原
料
は
蚕
の
作
る
繭
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
初
夏
に
一
回

春
蚕
を
飼
う
の
が
一
般
的
で
、
一
部
で
夏
秋
蚕
を
も
う
一
回
飼
う
、
あ
る

い
は
寒
冷
地
で
は
夏
秋
蚕
の
み
一
回
飼
う
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

繭
が
で
き
る
時
期
は
限
ら
れ
た
。
富
岡
製
糸
場
に
今
も
残
る
巨
大
な
置
繭

所
は
、
繭
を
乾
か
し
、
貯
蔵
す
る
施
設
で
あ
っ
た
が
、
夏
期
に
イ
タ
リ
ア

や
フ
ラ
ン
ス
よ
り
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
式
で
繭
を

乾
か
し
て
保
存
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
器
械
製
糸

場
は
、
繭
が
変
質
し
、
あ
る
い
は
腐
敗
し
始
め
る
前
に
生
糸
に
す
べ
く
集

中
的
に
作
業
し
て
、
寒
く
な
る
前
に
操
業
を
終
え
た
。
こ
れ
は
、
作
業
を

行
う
時
期
と
い
う
点
で
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
多
く
の
養
蚕
農
家
が
養
蚕

を
終
え
る
と
速
や
か
に
製
糸
し
た
の
と
大
差
な
か
っ
た
。
た
だ
輸
出
が
拡

大
し
て
需
要
が
増
え
た
た
め
養
蚕
が
量
的
に
拡
大
し
、
そ
の
結
果
生
産
さ

れ
る
多
く
の
繭
を
効
率
よ
く
一
定
の
品
質
の
生
糸
に
す
る
技
術
と
し
て
器

械
製
糸
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
も
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
工
場
で
働
い
た
工
女
た
ち
は
、
確
か
に
工
場
労
働
者
で
あ

っ
た
が
、
工
場
で
働
く
の
は
一
年
の
三
分
の
一
以
下
の
期
間
に
と
ど
ま
る

例
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
技
術
的
に
は
工
場
制
で
あ
る
が
社

会
的
に
は
工
場
制
工
業
が
一
般
的
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
中
で
、

諏
訪
を
中
心
と
す
る
長
野
県
は
、
そ
の
気
候
条
件
か
ら
、
繭
を
自
然
乾
燥

し
て
一
年
を
通
じ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
例
外
的
に
操
業
期

間
が
長
か
っ
た
。
操
業
期
間
が
長
け
れ
ば
、
同
じ
設
備
で
よ
り
多
く
生
産

で
き
る
の
で
経
営
的
に
有
利
で
あ
り
、
他
の
地
域
を
抑
え
て
長
野
県
が
初

期
の
器
械
製
糸
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

明
治
三
八
年
に
な
る
と
、
長
野
県
で
は
九
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
他

府
県
で
も
七
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
器
械
製
糸
場
が
五
か
月
以
上
の
操
業

と
な
り
、
長
野
県
の
四
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
他
府
県
の
三
八
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
は
七
か
月
以
上
の
操
業
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
営
業
日
数
の
集
計
で

あ
る
か
ら
、
休
日
を
含
め
た
操
業
期
間
は
さ
ら
に
長
い
。
明
治
三
〇
年
前

後
か
ら
乾
燥
室
や
機
械
を
用
い
て
繭
を
乾
燥
さ
せ
る
技
術
が
発
達
し
、
各

地
で
長
期
間
の
操
業
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
夏
だ
け
で
な
く
操

業
す
る
と
な
る
と
工
場
経
営
も
本
格
化
し
、
寄
宿
舎
の
設
備
も
整
え
ら
れ
、

工
女
た
ち
も
一
年
の
中
で
、
家
よ
り
多
く
の
期
間
を
工
場
で
過
ご
す
よ
う
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に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
器
械
製
糸
の
工
場
制
工
業
化
が
日
露
戦

争
ま
で
の
間
に
急
速
に
進
ん
で
い
く
こ
と
も
含
め
、
器
械
製
糸
が
生
糸
生

産
の
中
心
に
な
る
時
期
を
日
清
戦
争
後
と
理
解
し
た
い
。

参
考
文
献

井
川
克
彦
『
近
代
日
本
製
糸
業
と
繭
生
産
』（
東
京
経
済
情
報
出
版
、
一

九
九
八
年
）

石
井
寛
治
『
日
本
蚕
糸
業
史
分
析
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）

今
井
幹
夫
『
南
三
社
と
富
岡
製
糸
場
』（
上
毛
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年
）

上
山
和
雄
『
日
本
近
代
蚕
糸
業
の
展
開
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一

六
年
）

清
川
雪
彦
『
近
代
製
糸
技
術
と
ア
ジ
ア
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
九
年
）

平
野
綏
『
近
代
養
蚕
業
の
発
展
と
組
合
製
糸
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
〇
年
）

松
浦
利
隆
『
在
来
技
術
改
良
の
支
え
た
近
代
化
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇

六
年
）

（
す
ず
き
・
じ
ゅ
ん
／
東
京
大
学
教
授
）

四六判　312 頁　本体 750 円（税別）
ISBN：978-4-634-01074-1

四六判　272 頁　本体 750 円（税別）
ISBN：978-4-634-01075-8

日本史一問一答編集委員会 = 編 日本史一問一答編集委員会 = 編

日本史の教科書に掲載されている歴史用語を
一問一答形式で答えていく問題集。重要度に
応じて表示を 3段階に分けている。テスト前
のチェックにも最適。赤シート付き。

センター試験をはじめ，入試や定期テストに
頻出する「日本史 B」の重要用語約 2300 語
を収録した一問一答形式の問題集。テスト前
のチェックにも最適。章末に史料などの問題
を設けている。解答を隠す赤シート付き。
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